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「教職教育学」 と 「教職の専門性」

一グル ープ活動報告 「宿題に取 り組む教師たち」 を事例 として 一

山 崎 洋 子

【要 旨 】

本稿の 目的は,大 阪大学 ・大学教育実践セ ンターの開講科 目 「教職教育学」の授 業を取 り上 げ,そ の授 業の課題

で ある 「教職 の専門性」にアプ ローチす ることを通 じて,教 職 アイデ ンテ ィティの獲得 に向かった受講 生たちの事

例 を紹介す るこ とで ある。従前 より授業者で ある筆者は,本 授業 を理論編 と活動編 に分 け,前 者では教職 について

の歴史的 ・現代的知識 を伝え,後 者では,異 年齢かつ異 コース編成のグループを介 した探究活動を取 り入れ,「 主体

的に多様な観 点をもって教職の専門性 を考究す る」 ことをめざ して きた。本稿 で取 り上 げる 「宿題 に取 り組む教師

たち」は,201人 の小学生 と6人 の担任 教師へ の宿題意識調査 に基づいたグルー プ活動報告であ り,そ れ は通常の

授業を超えた活動形態 と体験内容 をもっていたため,リ ア リテ ィある気づきを得 た事例 として着 目し得 る。本稿の

結論 として,教 職アイデンティテ ィを得 るためには,① 自らの経験則 に方 向づけ られなが らも,そ れ を超 えて客観

的に教 育事象 に接近す る方法態度 を獲得する ことが要 とな り,そ の過程 で,② 学びにおけ る協同性 の意味が リア リ

テ ィをもって体得 され,具 体的 なコミュニケーシ ョン能力 を得 ることが不 可欠 にな り,そ して,こ れ らの経験を保

障す るためには,③ 授業環境の整備,教 職 カ リキュラム全体の構造化 を再検討す る必要がある,と い う考察が得 ら

れた。

1.は じめ に 一 「教 職 教 育 学」 とそ の 授 業 構 成 一

学 問領 域 とその デ ィ シプ リンの不 明確 さの 問題 を抱 えつ つ,「 教 職 教育 学 」 の授 業 は,そ れ ま で提供 さ

れ て いた 「教 育原 論 」 の授 業 を廃止 し,教 育 人間 学 のペ ア授 業 と して 出発 した1)。 それ ゆえ,本 稿 で 取 り

上 げ る教職 教 育学 の学 的独 自性 は未 だ不 明確 で あ る,と いわ ね ばな らな い。 しか し,た とえそ うで あ るに

せ よ,そ の授 業 で は,「 教職 のた め」 の,あ るい は 「教職 に っい て 」 の理 論 と実 践 を取 り上 げ,そ の双 方

の意 味内容 を教 職 の観 点 か ら探 究す る こ とが 求 め られ て い る。 なぜ な ら,教 員 養成 の緊要 の課 題 は,ひ と

えに 「教 育す るこ と」 の難 しさ,「 教 師 に成 る」 こ との難 しさの出 現 に 由来 してい るか らで あ り,そ れ は

教職 意識 の問題 に還 元 され る か らで ある。 それ ゆえ,本 授 業 では,具 体 的 レ ヴェル で 「教 職 につ いて」 考

究 し,「 教 師 にな る」 とい う教 職 ア イデ ンテ ィテ ィの 獲得 のた め の 「気 づ き を促 す こ と」 を課 してい る。

そ こで授 業者 で あ る筆 者 は,そ の授業 を概 ね2つ に区分 し,前 半 を教職 の歴 史,現 状,課 題 につ い て講義 し,

後 半 を課題 追求型 の グルー プ活 動 に 当てて きた2}。

具体 的 に は,「 教 師 とは どの よ うな存在 なの か,ま た,そ れ 以 前 に教 育 とは どの よ うな こ となの か,さ ら

に学 校 とは … とい った 問い が浮 上す る現 代 の学 校教 育 にお い て,改 めて教職(教 育 職) .につい て現 代

的課 題 を踏 ま えづ っ 考察 す る」 とい う講 義 目的 を掲 げ,そ の内容 を次 の4点 に,す なわ ち,「 ① 近 代国 家

と教 員免 許,② 外 国 の教員 免 許,③ 教職 と教 員 の専 門性,④ これ か らの 教員 に求 め られ るこ とにつ い て考

え る」 とい う4点 に絞 り,最後 の④ を グルー プ活動 とそ の成果 発表 に 当て た(講 義 初回配 布 レジ ュメ参照)。

つま り,受 講 生 は,授 業 の後 半 にお いて,各 グル ー プ別 に議 論 して テー マ を設 定 し,調 査 し,そ して,最

終 的 に教 師 論へ と意 見 を集約 して発 表 す る こ とに な る。 ④ の活 動 は 実 際に は5月 末 ご ろか ら始 ま るた め,

グル ープ 内で の討議 では授 業 時間 以外 の 時間 を も別 途 費や さ ざるを得 ず,そ の過 程 にお い て必然 的 に課題

に主体 的 に 向き合 う態 度 が形成 され て くる。 つ ま り,受 動 的 に専 門知 識 を教授 され記 憶す る とい うス タイ

ル を超 え て,授 業 の前 半 で得 た知識 を活用 しなが ら,教 職 にっ い て考 究す るこ とが必 然的 に要 求 され るの

であ る。 また,こ の授 業 では,学 習 意欲 に燃 えた入 学 直後 の 時期 に,自 らの教 育歴 を振 り返 りつ つ これ ま

で の学校 生活 を対象化 す る こ とも求 め られ,ま た さ らに,教 職 を希望 す る年長 学年 の受 講生(2,3,4年

次生 及 び院 生)に とって は,こ の活 動 は将 来設 計 を左右 す る重 要 な体 験 とな り,そ の意味 で,受 講 生 は極

めて 意 味あ る時 間を過 ごす こ とに な る。
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本 稿 で は,ま ず初 めに グル ー プ活 動 の全 体像 とそ こ活 動 のな かで どの よ うな研 究 テー マ が出 て きたか を

示 し,次 に グル ープ 活動 の一 っ,す なわ ち2005年 度 「教職 教 育学 」受講 生第15班(5名,グ ルー プ名 称:

夏 の風物 詩。 以 下,「夏の風 物詩G」 と表 記す る)の グルー プ活 動 「宿 題 に取 り組 む教 師 たち」 を取 り上 げ,

彼 らの 実施 した調査 結 果 の分析 ・考 察 を紹 介 し,そ の こ とを通 して受 講 生 が教職 につ い て どの よ うな課題

を見 つ け,教 職 の意 味 に気 づ いて い った か を明 らか にす る。夏 の風 物 詩Gを 取 り上 げ る理 由は,従 前 の ほ

とん どの グルー プ活 動 が,学 内で の調 査 ア ンケー トや イ ン タ ビュー調 査,資 料 レビュー に留 ま って いた の

に比 べ て,同 グルー プ は時 間的 に大 き な制 約 が ある に もかか わ らず,学 校 現場 に 目を向 け,極 めて実 証 的

に対象 に迫 ろ う とした点 に ある。 なお,同 グル ー プは,こ こで取 り上 げ る調 査 と比 較す る観 点 を得 るた め,
'大阪府 内T市 公 立小 学校 の 男性 新任 教 師(23歳)に もイ ンタ ビ ュー して い るが

,本 稿 で はそ の点へ の論及

は割愛 す る。

2.グ ル ー プ活 動 の 全 体 像 と夏 の 風 物 詩Gの 調 査 活 動

(1)グ ル ー プ 活 動 の全 体 像 一協 調 性 と コ ミ ュニ ケー シ ョン ー

グル ー プ活動 の前提 とな るメ ンバ ー構 成 は,そ の活 動 を左 右す る重 要な フ ァ クター で あ るが,グ ル ープ

編 成 は,こ れ ま での 授業 では 受 講 生 に全 て 一任 して きた。 だ が,2005年 度 は,議 事進 行 係2名 の 下,約

20分 の議 論 の後,学 科 専攻 をバ ラバ ラに解 体す る形 で グル ー プ が編成 され た。 また,授 業 時間 内で グル ー

プ 活動 の時 間 と して取 れ る のは,実 質 的 には4回 で あ るた め,授 業時 間 外 の グル ープ 活 動が 必要 にな る。

また,そ れ に加 えて,個 別 の細 か な助 言指 導 も必 要 に なる。 近年 採用 され てい るオ フ ィス ア ワーの よ うな

形 式 ではそ れ は対応 不 可能 で あ り,授 業 日であ るか否 か にか か わ らず 授業 者 に は臨機 応変 な対応 が 求 め ら

れ る。 また 、 こ うした 通常 の講 義 ス タイル を超 えた非 形式 的 な助 言指 導 こそが,実 は,実 質 的 な コ ミュニ

ケ ー シ ョン能力 を育て,日 常 レヴェル で教 育 の課 題や 教 師 の専 門性 につ い て考 え る機 会 を もた らす。 なぜ

な ら,調 査 研 究 の経験 が皆 無 に近 い受 講 生 に とって1他 者 の協力 連携 を必須 とす る行 為 に おい て は,言 語

表 現,発 言 タイ ミン グな どの態度 決 定 を不可避 とす る コ ミュ ニケー シ ョン能 力 が,他 者 との 関係 の なか で,

随 時,要 求 され るか らで あ り,ま た,こ うした 日常的 実践 が ス ムー ズ にな され ては じめて教 師 の教 育行為

が豊 か な ものに な ってい く,と 考 え られ るか らで あ る。

受 講 生へ の終 講 時ア ンケー トか らは,こ の参 加 型授 業 ス タイル に対 す る評価 は極 めて 高 く,初 期受 講登

録 者106人 中の88人 が最 後 ま で受講 し続 け,こ の ス タイル を肯定 的 に評価 してい る。 例 え ば,「 グル ー プ

で教 育課題 を見つ け,探 究 す るなん て,自 分 た ちにで き るはず が ない」,「先 生は 何 を期 待 して い るのか 」(文,

人 文1A)(()内 は受講 生 の所 属 を 、数 字 は学 年 を示す 。)と い う初期 の怒 りに も似 た気 持 ちが,グ ル ー

プ活動 をす す め る中で 「僕 らがや るか ら意 味が あ る」(文,人 文1A),「 教 師 の仕事 の特 徴 は無境 界性 にあ る」

(文,人 文1K),「 夜 遅 くま での授 業,知 らな い人 との グル ープ 活動 な ど,当 初 は大変 で正 直嫌 」 で あった者 が,

「そ の分 だ けや りが いが あ って,終 わ った とき は達成 感 が あ りま した。… 教職 の授 業は 取 り続 け よ う と

思 っ た」(文,人 文1S),「 正 直,負 担 は大 き か った と思 う。 で もそ の分,教 職 特 に教師 が ど うあ るべ き

か につ いて調 べ た こ とに よって,よ り理解 が深 ま った。…,自 分 自身 の 考 え を構 築 す る機 会 で もあっ

た ので よか っ た。 さ らに,他 の グル ー プ の発 表 も聞 き取れ た し,自 ら調査 す る中で付 随 的 な知識 をえ る こ

とがで きたの で 良か っ た」(人 間科 学部 人 間科 学科1K)な ど と,最 後 まで受 講 した者 全員 が 肯定 的意 見 を

述べ て い る。 こ こには 受講 生 間の 協調性 が存在 す る とい うこ とがで き よ う。 た だ し,時 間的 、物 理 的 な問

題 は,残 され た ままで あ る。 例 えば,「グル ー プ発 表後 に もっ と意 見交 換 した か った。先生 の コメ ン トももっ

と聞 きた か った 」(理,地 球,10)と い った コメ ン トも あ り,こ の よ うな授 業 を後 期 に継 続 させ る こ とが

で きれ ば,よ り思 索 は深化 す るの では ない か,と 推 察す る こ とが で き るか らであ る。

また,今 年 度 の授 業で は ア ンケー トを実施す るグル ー プが3つ あ り,そ れ らに対 しては,事 前協 力依 頼,

公 的 な依 頼 文 書作 成,言 語 表 現 に 配慮 した ア ンケー ト用紙 作成 とい う一 連 の実 際 的 な作 業 が必 要 に な る。

それ ゆ え,活 動す る こ と自体 が,机 上 の理論 を超 えた社 会 的責任 を伴 うこ とにな る。 した が って,そ う し

た 一連 の行 為 へ の詳細 な助 言 指導 な しには,グ ル ー プ活 動 は遂行 し得 ない,と い うこ とをふ まえ てお かね

ばな らない。 そ の方法 は,近 年 では,主 に電 子 メール を用 いた ものに な るが,そ れ に加 えて,責 任 開設 講
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座 の博 士課 程 に在 籍 してい るTAに よるサ ポー トが大 き な役割 をもつ。

この よ うに して実施 され た グル ー プ活 動 の テー マ は,1班 よ り15班 まで順 次 列 挙す る と,「 学校 と家庭

と子 どもの 関わ り」,「理 想 と現 実」,「フ ィン ラ ン ドを調 べ て」,「外 国 の教 育制 度 との比較 」,「好 かれ る教

師 とは」,「あなた は校則 が好 きです か?」,「 生徒 のや る気 を引 き出す に は?」,「 特殊免 許状 制度 につい て」,

「昔 と今,そ して未 来 」,「教 師 の役 割 一今 と昔」,「『生徒 が 求 め る教 師』 とは?」,「 義務 教 育の 問題 と改善

策 」,「学校 と地域 社会 」,「教 師 の立場,役 割,あ り方 」,「宿題 に取 り組 む教 師 た ち」 とな って い る。 一 瞥

して わか るよ うに,極 めて具 体 的な ものか ら歴 史 を遡 った も6や 理想 像 を考究 した もの まで,幅 広 くテー

マ が選 ばれ てい る こ とがわ か る。 と りわけ,印 象 深 か った のは,ま た,好 印象 を与 え たの は,教 職 イ メー

ジがい か に形成 され た かに言 及 した歴 史 的考 察で あ る。 この こ とは、受講 生 が教職 のル ー ツや社 会 的背景 、

教職 のルー ツや 社 会的 関連 性 に 関心 を持 ち始 め た こ とを示 して い る。 さ らにま た,発 表順 序 は受 講生 自身

の 話 し合 い に よ り希 望 に応 じるか た ちで決 め られ,発 表 に対 して は,授 業者 の主 導性 によっ て,テ ーマ設 定,

論 考 内容,発 表 の 工夫,伝 達力,総 合 の観 点 か ら自己評価 と他 者 評価 を取 り入 れ るこ と と し,全 員 が コメ

ン トを記載 す る方 法 を とった。・今 年度 の グル ープ 活動 の特 徴 は,発 表 の点 で も内容 の点 で も,例 年 にな く

精緻 に議 論 が練 られ,発 表 方法 も高度 に洗 練 され た媒 体や 現実 的 な ス タイ ル が取 り入 れ られ てい た,と い

うこ とで ある。 お そ ら く,こ れ は本 授 業 につい て先 輩 学生 か らある程 度 の情報 を入 手 して受講 してい る者

が多 い こ とが影響 してい る,と 考 え られ る。

(2)夏 の 風 物 詩Gの 活 動 内 容 一 方 法 態 度 と して の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 能 カ ー

では,夏 の風物 詩Gは 具体 的 に どの よ うな活 動 を したの で あろ うか。 なぜ,宿 題 を ター ゲ ッ トに したの

だ ろ うか。 また,そ れ に際 して彼 らはい か な るコ ミュ ニケー シ ョンを必 要 とした ので あ ろ うか。 様 々 な疑

問 が 出て く るが,:重要 なの は,こ う した課題 に向 き合 お うと決 意 した点そ れ 自体 であ る。なぜ な ら,ア ン ケー

ト実施 と回 収 まで には,概 括 的 に,調 査校 の選 択 と事 前依頼,ア ンケー ト案 作成 ・点検,ア ンケー ト完成,

ア ンケー ト用紙 印刷,ア ンケ ー ト実施 の正 式 依頼,ア ンケー ト用 紙送 付,ア ン ケー ト実施,回 収 依頼,実

施 ア ンケー ト受 領 とい つ た多様 で煩 雑 な一 連 の作 業が,そ の 分析 に至 る以 前 に必 要 とな るか らで あ り,大

学外 に 目を 向 けた行為 自体が,ま さに実践 的 であ るか らで あ る。

まず,挙 げ るべ きは,日 常 レ ヴェル の コ ミュニ ケー シ ョン能 力 とア ンケ ー ト作成 能力 の 双方 が 要求 され

た 点で あ る。 と りわけ 前者 は,高 等 学校 卒 業後 す ぐにアカ デ ミズ ムの 世界 に参 入 した者 に欠如 しが ちな実

際 的能力 で あ る。 それ ゆ え,結 果 的に,TAの 後 半の仕 事 は,授 業者 の 指導助 言 が的確 に実際 的行 為 に反 映

され るよ うに,受 講 生 の間 のや り取 りをス ムー ズ にサ ポー トす るこ とに費 や され た。 一般 的 に,学 校 への

ア ンケー ト調査 は,そ の依 頼先 の学 校 に は何 の利 益 ももた ら さない ため,依 頼 先 に は敬 遠 され が ちで あ り,

また,こ ち らの スケ ジ ュール に合 わせ た 結果 が返 って くる よ うに依頼 す る とい うこ とは,多 大 な負担 を相

手 校 に強 い る こ とにな る。 と りわ け,限 られ た授 業期 間内 に依頼 す るわけ で ある か ら,相 手校 に は想 像 を

絶 す る負 担が 課 され る こ とにな る。 それ ゆ え,当 初,こ の計 画 は不 可能 に近 い と思 わ ざ るを得 ない状 況 で

あっ た。 しか し,こ れ が教 育養 成 に寄 与 し得 る とい う信 念が 相手 校 の校長 や 教員 にあ った こ と,そ れ だ け

で な くア ンケー ト実施 に際 しての 信頼 関係 が あっ た こ とが功 を奏 し,実 現 した ので ある。

これ らを踏 ま えて,調 整 依頼 した のは,昨 年 度 の 「ソニ ー教 育科 学 プ ログ ラム」 にお いて,最 高賞 の 「入

選 プ ロジ ェク ト校 」に選 ばれ た愛 知 県 の岡崎 市 立上 地小 学校 で あ る・)。本 年度 の4月 当初,同 校 は11月4

日の 「第4回 ソニー 科 学教 育研 究会 全 国 大会 」 に 向けて研 究 を進 めてい た。 っ ま り,同 校 は教育 実 践

の先 進校 とい うこ とが で き る小 学校 で あ った。 夏 の風 物詩Gは,熟 練 教 師 と新 人 教師 の宿 題 への 対応 の相

違 点 を 明 らか に したい との調 査初 期 の希 望 に従 い,依 頼 した学 校長 の配 慮 を得 て,各 学年 主任 が担 当 して

い るク ラス,す な わ ち,6ク ラ スの児 童 全員 とそれ ぞれ の担任 教 師 を対 象 にア ンケ ー トを実 施 した。作 成

され た ア ンケー トは,表2,表3の よ うな 内容 の もので あ る。 このア ンケ ー トの作成 に際 して は,実 際 に3

回の 助言 添 削指導 を実施 したが,概 ね,そ れ は用 語 選択 上 の 問題 と児童,教 師 へ の配慮 に関す る程 度 の も

ので あ った。 この グル ー プの受 講 生 は,学 部 の1年 生3名,2年 生1名,4年 生1名 の5名 で構 成 され て

お り,い ず れ も教 育 学関係 の授業 を受 け るのは初 めて で あった。 っ ま り,自 らの受 けた 教育 体験 は根底 に

o
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あ るが,そ の対象 化 に 際 して必 要 な理論 的 ・教 育学 的 知見 を持 ち合 わ せ てい ない とい う状 況 下 にあ った の

であ る。

さて,苦 慮 の末,ア ンケ ー トを作成 し,TAの 協 力 を得 て印刷 し送付 したわ けで あ るが,実 際 にそ れ らが

返 送 され て くる まで に数 回 の依 頼 電話 が 必要 にな り,調 整 結 果 が手 元 に届 くま で には約3週 間 を要 した。

とはい え結 果 として,そ こに は方法 態度 と して の コ ミュニケ ー シ ョン能力 を得 る道 筋 が あった。

こ うして多 くの 労力 を得 て入手 したデ ー タに対 して受講 生 は,ど の よ うな観 点 か ら分析 デー タを選別 し,

そ れ らに考 察 を加 え た ので あろ うか。 そ こでは,実 は,ア ンケ ー ト入 手及 びデ ー タ入 手 か らプ レゼ ンテー

シ ョンまで に,約4日 間 しかな い とい う状 況 が あ り,か な りのス ピー ドが 要求 され るこ と となった。

3.夏 の 風 物 詩G「 宿 題 に 向 き 合 う教 師 」 一学 校 現 場 へ の 調 査 と そ の 考 察 一

夏 の風 物詩G代 表者 の報告 に よれ ば,ア ンケー ト対象者 及 び 回収者 は,1年 生33名,2年 生31名,3年

生33名,4年 生33名,5年 生33名,6年 生38名,合 計201名 で あ った。 次 の(表1)は,夏 の風 物詩G

の最 終 プ レゼ ンテー シ ョンの 内容 で あ り,(表2)と(表3)は ア ンケ ー トと共 にそ の結果(結 果 の 部分 的抜粋)

を示 した もので あ る。 既 定 の時 間(20分 間)で 発 表 され た く発 表 内容 〉を見れ ば,一 見,何 気 な く出 され

る宿 題 が教 師 の細 かな 配慮 に よ る もので あ る こ とが,っ ま り臨機 応変 なタ ク トに満 ち た もので あ る こ とが

受 講 生 に理解 され てい る,と い うこ とがわ か る。 当然 の こ とな が ら,こ の気 づ きは,教 育 の受 け手 か ら教

育 の与 え手へ と転 換す る意 識 を促す た め には重 要 な ものに な る。

〈発表内容〉

(表1)

1.導 入

私 た ちは 、大 阪 大学 の教職 課 程 の一 環 で ある 「教職 教 育学 」 で 「宿 題 」 をテ ーマ に研 究 しま した。 なぜ

な ら 「宿 題 」 とい うものが 教育 とい う場 にお いて 重要 な役 割 を担 うと考 えたか らで す。 これ ま で学 校 で出

され る一方 で あ った我 々 に とって は、宿 題 に対 して あま り良い 印象 は あ りませ んで した。 しか し、そ の様 々

な宿題 の 中には 楽 しか った と今 で も覚 えて い る宿題 或 い は 自分 のた め にな った と思 う宿題 もあ ります。 こ

の よ うに宿題 を振 り返 る と、そ の 内容 や量 な どは多分 に先 生方 の個性 や様 々な意 図 、願 い が こめ られ てい

る よ うに思 えます 。 ま た、 ア ンケー トを通 して 宿題 を出す 側 と出 され る側 、 つ ま り、教 師 と児童 の 考 え と

現 状 を探 る こ とで 、宿題 とい うものに対 す る理想 を考 えてみ ま した。

2.児 童 に対す るア ンケー ト結 果 とそれ に基 づ く分析 ・考察

1.ア ンケー ト結 果(表2・ 表3参 照)

H.ア ンケ ー ト分析

〈児 童 に対す る ア ンケー ト分析 〉

① 「必ず や る」・「ほ とん どや る」 を足 した もの を達成 率 とみ なす と、各 学年 とも80%以 上、 特 に一年

生 は100%と 高 い達成 率 であ る とい える。

②全 体的 には 「自分 のた め にな るか ら」 と答 えた児 童 が最 も多 い。'また 学年 間 の相 関関係 も見 られ る。

例 えば、 「宿題 をす るのが 好 きだ か ら」 とい った能 動 的な理 由は低 学年 を 中心 に多 く、逆 に 「や るの

が 当た り前」 とい った 受動 的 な理 由は 高学年 を中心 に多 い。

③ 「嬉 しい 、次 も頑 張 ろ うと思 う」 とい う回答 は低 学年 に多 く、 高学 年 に な るにつ れ て 「な ん と も思

わ ない」 の割合 が増 えて い く。

④ 「はい 」・「とき どき」の割 合 を足 した 割合 が全 学年80%～100%で あ る。 しか し、児 童 の中 には 「宿

題 を出 して ないか ら、 チ ェ ック され て い ない」 とい う回 答 もあ った。

⑤ 回 答数 が少 な く、 あま り正確 とは い えない が 「宿題 が あった こ とを忘れ て しま うか ら」・「難 しくて

多 くてで き ない」 が主 な理 由 であ る と思 われ る。

⑥ 「多い け どや ろ うと思 った らで き る」・「ち ょ うどい い」 を足 した割合 が全 学年60%～90%で あ る。

●
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傾 向 としては 、低学 年 には 「少 ない 」 とい う回答 が、 高学 年 には 「多 い」 とい う回答 が若 干 多い。

⑦ 「まあ まあ難 しい が 、最後 ま でで き る」・「普 通 ち ょ うどいい 」 を足 した割 合 が全学 年70%～80%で

あ る。 「簡 単 で、 あま り苦労 しない」・「簡 単す ぎて、物 足 りな い」 は一年 生 ・二年 生 が特 に多 い。

⑧ 「一人 で」 とい う回答 が全 学年 通 して最 も高い 回答 率 であ る。 次に 「家族 と一 緒 に」 の割合 が 高い。

〈教 師に対 す るア ンケ ー ト分 析 〉

①児 童 の本 音 と、教 師 の意 図 を比較 してそ う大差 は なか った。 これ は 、教 師が児 童 の こ とを よく理 解 し、

児童 に合 った宿 題 を適切 に出 してい るた め であ る と思 われ る。

② しか し、少数 派 の意 見 に注 目す る と、や は り児 童 の 本音 と教 師 の意 図 がず れ て い る のは否 めな い。

この少 数派 を ど うす べ きな のか は大 きな 問題 の一 っ であ ろ う。

皿.考 察

まず 、各 学年 の 宿題 提 出率 を見 て み る と、 か な り提 出 率が 良い こ とが わか ります。 グ ラフ② は、 グ ラフ

① で 「必ず や る」・「ほ とん どや る」 を回答 した児童 に、 その動 機 を尋 ね た結 果で す。 これ と合 わせ て グラ

フ③ の回答 を見合 わせ て み る と、低 学 年 には 「宿題 をや るの がす き」・「宿 題 をや る と褒 め られ る」・「嬉 し

い 、次 も頑 張 ろ うと思 う」 といっ た よ うに 自分 がや った こ とへの 充足感 や 次 回へ のや る気 を他 人 に よっ て

喚起 され てい る傾 向が み られ ます。 この こ とか ら も、宿 題 をや らせ っぱ な しにす る ので はな く、 き ちん と

レスポ ンス を見 せ て あげ る こ とが 、特 に低 学年 の宿 題 に対す るモ チベ ー シ ョンづ け には有 効 なの で はな い

で しょ うか。 実 際 に先 生方 、特 に低 学年 の先 生 方 は児童 た ち のや って きた 宿題 に対 す るチ ェ ックをま め に

行 って い るこ とが本人 た ちの ア ンケー ト回答 か らも窺 える上 、児 童 た ちの評 価 か らも見て 取れ ます。 また 、

「自分 のた めに なる 」と答 えた児童 は 、家庭 か らな どの 「大 人」 の影 響 が強 く出 てい る もの と思 われ ます。

これ に対 して 「や らない と怒 られ るか ら」 とい うネ ガテ ィブな 理 由 を挙 げ てい る児 童 が学年 によ って異 な

る こ とに注 目 し、各 学年 の先 生方 の 宿題 チ ェ ックの 頻度 や厳 しさ、 や って こな か った児 童 に対 す る指導 内

容 と合 わ せて 検討 してみ ま した。 す る と、や は りペ ナル テ ィな どで厳 しく宿題 提 出 を取 り締 ま る先生 の ク

ラス では 、提 出率 そ の もの も高 い反 面、ネ ガ テ ィブ な理 由 を挙 げて い る児 童 の割 合 も高 い こ とがわ か りま

す。 す なわ ち、 「鞭 を振 る う」 や り方 で の宿 題 の促 しは、 非 常 に成 果 は 出 るも のの 、 自主 的な 意欲 は減 っ

て しま う とい うことに繋 が る よ うです.

で は次 に、 日ごろ 出 され る宿 題 の量 と難 易度 につい て考 察 して み ま した。先 生方 はみ な一様 に、量 ・難

易 度 ともに児 童 に とって適 度 で あ る と してい ます 。一 方 、児 童 も 「(多少 のや りこ た えや 物 足 りな さは あ

るに して も)ち ょ う どい い」 と答 え てい ます。 しか し、少 数派 の意 見 に注 目す る と、傾 向 と して 、低 学年

は 「少 な くて、 簡単 」 と感 じてい る児童 が 、高 学年 は 「多 くて 、難 しい」 と感 じてい る児 童 が、 い るこ と

も見 逃せ ません 。 これ は宿題 に限 らず 、様 々な 能力 をもつ児 童 た ちの 中で どこに焦 点 を あて てい くか 、す

な わ ち どん な 目標 をた て るか、 どの よ うに して 一人 一人 の児 童 に接 してい くか とい う教 師 の大 き な問題 と

直結 してい る と言 え ます。

(夏の風物詩G作 成)

4.「 宿 題 ア ン ケ ー ト」 か らの 「気 づ き 」 一 「教 職 の 専 門性 」 へ の接 近 一

で は,こ れ らの活動 か らどの よ うな気 づ きの状 態 が生 起 して い る,と い え るであ ろ うか。宿 題調 査 に 対

す る結 果及 び考 察 を見 る限 り,彼 らの気 づ きは極 めて シ ンプル で あ る。 た だ,上 地 小学校 か ら得 た膨 大 な

デ ー タの集 計分 析,プ レゼ ンテ ー シ ョンへ の集約 が 困難 な作業 で あ るこ とは,想 像 に難 くない。 なぜ な ら,

この グルー プ の メンバ ーは 「集 計作 業 に要 した のは約20時 間 で あっ た」(終 講 時 ア ンケー ト)と 報告 して

お り,ま た この時期 ヰ他 の受講 科 目の試験 と重 な る時期 だか らであ る。 さらに また この グル ー プは,新 人

教 師へ の イ ン タ ビュー(2時 間)も 実 施 した た め,積 極 的 的 な受 講 生 らで あ る こ とは,言 を侯 た ない 。終

講 時 ア ンケ ー トの質 問 項 目の 一 つ 「グル ー プ活 動 に 際 して授 業 以外 に使 った 研 究 自習 時間 」 に対 レて は,

同メ ンバ ー の回 答 は,「 全12時 間 」 か ら 「全20時 間」 の 間 に分 布 してい る。 そ れ ゆ え,協 同性 を伴 っ た

主体 的 な 学習 ス タイ ル が,こ の入 学初 期 に否 応 な く課 さた とい うこ とで あ る。 この こ との意 味 は 大 きい。

なぜ な ら,受 動 的で 暗記 に偏 っ たそ れ まで の学 習ス タイル を転 換す るの は,こ の時 期 が最 も適 切 だ と考 え
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られ るか らで あ り,ま た,傍 観 視 した りエ スケ ープ す る こ とが 許 され な い状 況 が,現 前 に存 在 す る こ と自

体 が教 師 を 目指 す者 には重 要だ か らで あ る。

さ らに 興味深 い こ とに,こ こで紡 がれ た言 葉 が,そ こ に至 る リア リテ ィあ る活動 プ ロセ ス か らの もの で

あっ た こ とは,終 講 後 の課 題 レポー トか らもわ か る。 例 えば,「 ∠ の知 らな か った を めて△ っ

た た ち と一 に って い くのは とて 白い で した」(文,人 文,20),「 グル ー プ活 動 は確聾

大'で したが そ の 詫 る の も大 き く 大',、 だ っ た」(基 礎 工,応 用 化学,1S),「 積 極 的 に取 り

組 め たの で,教 育,.に

者 同士 で≡払

自 の ・題 につ いて 理 を深 め るこ とが で きた 」(経 済,経,1T),「 麹 宣

るこ とに よ り 自∠ の で た な え方 方 をえ る こ とが で き 瀞 に で あ っ

た 」(理 学,物 理,1M)と い った,肯 定的 な コメ ン トが そ の こ とを示 して い る。 一 方,こ れ らの活 動 が,

負担 度 の 高い授 業 で あっ た こ とは,「 班 員 の 間で 時 間的都 合 が なか なか合 わず,萱 匙 」(同),「 時期 的

に,研 究室 との兼 ね合 い の 中,時 間 の捻 出 を余儀 な くされ るの は正 直 かな りハ ー ドで負 担 が大 き か ったで

す 」(文,美 学,4K)と い うコ メ ン トに示 され て い る。 この点 につ い て は,昨 年 度 の授 業 とは異 な っ た:事

情 で あった た め,授 業者 の年長 学年 へ の配慮 不 足 と言 わ ざるを得 な い。 とい うの も,昨 年 度 は,博 士課 程 ・

修 士課程 の受講 者 グル ー プ(7名)と3・4年 生 グル ープ(6名)は 別 分 けにす る こ とが で きた か らで あ り,

この ことに よ って協 同性 を過 剰 に 強い るこ とな く,年 長 者 も彼 らの 知恵 を 「喜 々 と して 出 し切 っ た」(昨

年度 受講 生 レポ ー ト)か らであ る。(下 線 引用者)

では,「 宿題 ア ンケー ト」 に よっ て教師 の専 門性 へ の接 近 は どの程度 な され たの で あろ うか。 最終 の課 題

レポー ト(教 師 の専 門性 とグルー プ活 動 につ いて)か ら,そ れ にか か わ る内容 を抜粋 してみ たい。

「… ベ テ ラ ン教師 た ち は,『 宿 題 』 とい うもの に,単 な る学 習 内容 の補 足 以上 の意 味付 けを し,そ れ

を生 徒 に実 感 して も ら うた めの様 々 な努 力 を され て い る,… ま た生 徒 は,そ うい った教 師 の努 力 や

現状 に かな りス トレー トに反 応 してい た こ ともわ か る。 教 師 の宿題 チ ェ ックが甘 い と,そ れ は提 出 の減

退 に直結 して い る し,宿 題 に対 してポ ジテ ィブな イ メー ジ を 自然 と植 え付 け られ て きた生 徒 はや は り高

学年 で もだれ ず に ま じめ に取 り組 ん で,家 庭 で の学 習習 慣 を き っ ち り会 得 で きて い る。… 生 徒 はや

は り教 師 の鏡 な のだ。 の 工 あるいは茄 は その まま生 履に善1ら 生 護 それに応 じ

た レス ポンス を せ る … こ うい った 慎 重 な 『生徒 観 察』 か ら,理 想 の教 師像 の模 索 は始 ま るので は

な いか」(文,美 学,4K)。

「自分 の 中で理 想 の教 師像 は 『状況 を冷 静 に分析 で き,臨 機 応 変 に対応 で き る教 師』 だ った。… しか し,

ア ンケ ー トを集計 して いて,… 先生 方 は 生徒 に 対 して適 当 な難 しさで適 当な 量 の宿題 を 出 してい る

とい う結 果 だ った が,生 徒 か ら してみれ ば それ は 多 く難 しい とい う意 見 ・ ・それ に気 づ いた とき,教 師

が 『状 況 を冷 静 に分析 でき,臨 機 応 変 に対応 で き た』 と して,果 た してそ れ は 『生 徒 のた め』 にな って

い るか …,も しか してそ れ は独 りよ りでは ない か … 」。 「… 宿題 の最終的な 目標は 『制御」で
』

麗 。 制御 と聞 く と機 械 的 な印 象 を受 け るが,制 御 とい うもゐ は 『正 しい方 向 に導 く』 とい った

意 味 で ある」(理 学,物 理,1M)。

「日本 の教 育 問題 を考 える と ・θ・教 師 の仕事 全 体 と して の専 門性 を よ り重 視 すべ きだ ろ う。 た だ,脚

題 にぶ つ か った時 に は子 どもに対 す る惑 情 で り れ とい'精 神払 人 の動 きだ けに全 てを 壬せ る

こ とには … 限 が あ る。… 自 の確 を!る 。、の 且み に よって その 弓性 を与 え るべ きだ と

考 え られ る」(文,人 文,20)。

「教 師 とい う職 業 は ある意 味失 敗 は許 され な い し,現 役 新人 教 師 のイ ンタ ビ ュー か ら もその 大変 さや し

ん どさが ひ しひ し と感 じ取 れ た。… 教 自 とい"で ∠ られ る達 感 は ほか の職 では∠ られ な い

坦 で あ る … 」。 「宿 題 とい うもの は与 え られ る も ので あ り,受 身 的 な も のだ と考 えて い た。 しか

し,調 べ てい く うちに 題 の で も自∠ か ら ・に り 且む宿 題 と魯 動的 な宿 題 が ある こ とに気づ い

た。… 滋 が あが るにつ れ て 自∠か ら宿題 に 取 り 且む'が て く とい うの は,私 た ち のア ンケー



「教職教育学」と丁教職の専門性」
一グループ活動報告 「宿題に取り組む教師たち」を事例として一

185

トの結 果 か ら読 み取 れ る こ とで あ る」(経 済,経,1T)。

「… 僕 が思 うに,学 ぶ こ ととは非 常 に楽 しくかつ 能 動的 な もの で なけれ ば な りませ ん。…1包 旦

.も学ぶ こ との楽 しさに気 づ かせ てあ げ られ るか,と い うこ とにか か ってい る。… 皇 門性 を持 った 教師 は,、

僕 が思 うに,や は り道 徳 的 に も優 れ てい るはず な ので す。 現職 の新人 教 師 の方 へ のイ ンタ ビュー で …

印象 に残 ってい る言葉 が あ ります。 『僕 は周 りの先 生 に助 けて も らって なか った ら今 頃,本 当にや ぼ かっ

たです』。… 教師 とい うもの はチ ー ムで頑 張 らな けれ ばな らない.んだ と思 い ま した」(基 礎 工,応 用化 学,

1S)。(下 線 引用 者)

明らかに,受 講生の課題意識が広くなり,「宿題の意味」から 「教師の専門職化の制度」,「教職の価値」

にまで及んでいることがわかる。それは深い思索ではなく些細な気づき程度のものであるが,重 要なのは,

こうした体験に裏づけられた 「気づきの集積」が深い思索を呼び起こす,と 推察されることの意義である。

5.「教職の専門性」への さらなる課題 一ま とめに代えて一

ところで,本 授業は1セ メスターの金曜 日6限 に設定 されているが,実 際には,内 容的にも時

間的にも,通 年の授業に相当するものであると見ることができる。 このことは,紙 幅の都合上取

り上げ られなかった,他 のグループの活動内容の レヴェルの高 さと密度の濃 さに如実 に示 されて

いる。また,受 講生は,過 重な負担を余儀なくされたにもかかわ らず,活 動的な授業形態に極 め

て高い満足度を示 している。ただ,5月 末登録受講生106人 の内,最 終 レポー ト及びアンケー ト

提出に至った者が88名 であったことをいかに解釈するかは難 しいが,し か し,本 授業の目的及び

教職科 目の特性を考慮に入れるな らば,教 職アイデンティテ ィをいかに初期段階に 自覚させるか

が極めて重要である。それゆえ,た とえ当初はあいまいな気持 ちで受講希望 していたとしても,

最終的には教職への自覚を,つ ま り 「学び手」か ら 「教 え手」へと踏み出す 自覚 と 「教職の使命」

に気づくことが本授業の要 となる,と い うことを確認 しておきたい。

ただ,そ の際に重要になるのは,こ のような授業を実施するための環境整備であ吻 課題 は多々

残 されている。また,物 理的な理由で,グ ループ発表後の相互の分析 と考察を共有する余裕がなかっ

た点は,大 局的には,教 員養成カ リキュラムそのものをいかなる独 自性をもって編成するか とい

う課題 として提起される。人間を対象に した教師とい う職業に踏み出すための準備は,1年 間を通

して,理論,実 践,理 論 といった,ま さに往還のカ リキュラム編成原理の中で実現される必要があり,

それをいかに具現化するかが,教 員養成カ リキュラムの課題 として残 されている,と いえよう。
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(表2)

しゅくだい

宿題についてのアンケー ト
も り かいきしゆくだい

この アン ケー トは 、み な さん の宿題 に対す る気 持 ち をあ りの まま に理 解 しよ うとす る ものです の で 、お

なま え か き も こた

名 前 を書か ず に、 き ら くな気 持 ちでお 答 え くだ さい。

ぱんごうかならしゆくだいだがっこう

① あなたは、学校で出された宿題は必ずやっていますか?番 号に0を つけてください)
かなら

1.必 ず や る。2.ほ と ん どや る。3.と き ど き や らな い。4,ま っ た くや ら な い 。

①宿題を必ずやりますか?

生

生

生

生

生

生

年

年

年

年

年

年

1

2

3

4

5

6

0必 ずやる
.国ほとんどやる

園ときどきやらない

目まったくやらない

O覧10覧20覧30覧40聾50瓢60覧70隔80覧905100、

ひと こた

②(1Ni2に0を つけた人だけ答えてください)そ れはなぜですか?
じぶん しゅくだい あ まえ しゃくだい す

1.自 分 のた め にな るか ら。2.宿 題 や るの が 当た り前 だ か ら。3.宿 題 をや る のが好 きだか ら。

しゅくだい ほ しゅくだい か ぞ く おこ

4.宿 題 をや る と誉 め られ るか ら。5.宿 題 をや らない と、家族 や に怒 られ るか ら。

りゆ う した かりゆ うた

6.そ の他の理由で。(その理由を下のカッコに書いてください)

()

②(①で必ずやる・ほとんどやるを選んだ生徒に)それはなぜですか?

1年 生

2年 生

廿3年 生

4年 生

5年 生

6年 生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口自分のためになるから

函宿題やるのが当たり前

薗宿題やるのが好きだから

目宿題やると褒められるから

団宿題をやらないと怒られるから
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こたひと

③(3～5にOを つけた人だけ答えてください。)そ れはなぜですか? 1
しゅくだい おお むずか かんたん い み おも

1.宿 題 が多 く難 しくて、 で きない か ら。2.簡 単す ぎてや っ て も意 味が ない と思 うか ら。

3溜 の・と竃 観 董など)躍 しいから.4.っ 脳 齢 あった。とを翫 てしま うカ、ら.
しゆくだい おも

5.な ん とな く した くないか ら。6.宿 題 な ん てな けれ ばいい と思 うか ら。
た りゆ う りゆ う した か

7.そ の他の理由で。(その理由を下のカッコに書いてください。)

()

2年 生

3年 生

か 年生

5年 生.

6年 生

⑤(①でときどきやらない・まったくやらないを選んだ生徒に)それはなぜですか?

0% 20% 40%60% 80%100%

口難しくて、多いからできない

匿簡単でやっても意味ない

圃他の事(塾 ・習い事など)で忙しいから

巳宿題があったことを忘れてしまうから

町なんとなくしたくないから

目宿題なんて無けれ1≠いいと思うから

しゅくだい りょう おし

⑱ 積題の量について教えてください。

1.と ても蓼く℃、巻爺はできない。2
ふ つ う す く

3.普 通 、 ち ょ う どい い 。
、4.少 な い 。

.ま あまあ蓼いが、やろうと慧ったらできる竃魁

1年 生

2年 生

廿3年 生

4年 生

5年 生

6年 生

⑥宿題の量について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日とても多い

閣多いけど、やろうと思ったらで

きる

国ちょうどいい

目少ない

しゅくだい ないよう むずか

⑤ 宿題の内容(難 しさ)に ついて教えてください。
むずか たいへん むずか さい ご

1.と て も難 しくて、 わか らない こ とが あ って 大変 だ。2.ま あま あ難 しいが 、最後 までで き る。
ふ っ う かんたん くろ う かんたん た

3.普 通 、 ち ょ う どい い 。4.簡 単 で 、 あ ま り・苦 労 し な い 。5.簡 単 す ぎ て 、 も の足 りな い 。
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しゅくだい がつこう

⑥ 宿 題 は ちゃん と学校 で チ ェ ック され ます か?

1.は い2.と き どき。3.い い え

④宿題はチェックされてますか?

1年生

2年生

3年生・廿

畢4年 生

5年生

6年生

口はい

園ときどき

国いいえ

0覧10覧20瓢30%40%50幅60覧70%809690%100%

しゅくだい かくにん き も

⑦ 宿題をていねいに確認してもらうと、どんな気持ちになりますか?
つぎ.き も.お も

1.う れ しい ので 、次 もが んば ろ うとい う気持 ちにな る。2.な ん と も思 わ ない。

かくにん

3.い ちい ち確認 なん か して ほ しくない。 ほって おい て ほ しい。

③宿題を丁寧に確認してもらうと、どんな気持ちになりますか?

1年 生

2年 生

叶3年 生

4年 生

5年 生

6年 生

0% 20% 40% 60%.80%

日うれしい、次も頑張ろうと思う

囲なんとも思わない

圏確翻してほしくない、ほっといてほし

い

100%

しゅくだい す しゅくだい おししゅくだいいちばんたの

⑧ これ ま でで一 番楽 しか った宿題 、 や りが い のあ った 宿題 、好 き な宿題 が あれ ば教 えて くだ さい。

〈記述 内容 の結 果 〉

〈1年 生 〉 ・プ リン ト ・音読 ・足 し算 ・引 き算 ・ボ ケモ ンの宿題 ・遠足..

〈2年 生 〉 ・漢字 ・計算 プ リン ト ・作文 ・早 く寝 る宿題

〈3年 生 〉 ・蝶 のた ま ご探 し.・ 算 数 プ リン ト

<4年 生 ≧ ・漢 字 ドリル ・算数 プ リン ト ・係 決 め.・ 早寝 早起 き ・自由研 究 ・リコー ダ・一一一

〈5年 生 〉 ・算 数 ・読 書 ・社 会 の宿題 、 調べ 学習 ・リコー ダー ・余 りの で ない割 り算 の宿題

〈6年 生 〉 ・社 会 のま とめ ・早寝 早起 き ・病 気 にな らな い こ と ・お母 さん のお 手伝 い ・朝 ごはん 作 り
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いちばん しゅくだい

⑨ これ までで 一番 いや だ った宿 題 は どん な もの で したか?

〈記 述内 容 の結某 〉

〈1年 生 〉 ・音 読

〈2年 生 〉 ・算数 ・国語

く3年 生 〉 ・漢 字 を ノー トに書 く ・算数 プ リン ト

〈4年 生 〉 ・漢字 ノー ト ・日記 ・音読.・ 手伝 い ・読 書感 想文

〈5年 生 〉 ・な わ とび ・腹 筋 ・自由研 究 ・読 書感想 文

く6年 生 〉 ・社会 の ま とめ ・音読 、・作 文 ・漢字2ペ ー ジ な ど多 い宿 題

がっこう しゆくだい ロ

⑩ 学校の宿題は、いつもどのようにしてやっていますか?
ひ と り ともだち いっしょ かぞ く いっしょ じゅく せんせい いりしょ

1.一 人 で 。2.友 達 と一 緒 に 。3.家 族 と一 緒 に。4.塾 の 先 生 と一 緒 に 。

た ひと いっしょ ひと だれ した か

5.そ の他の人と一緒に。(その人は誰ですか?下 のカッコに書いてください)

()

たんにん せんせい しゅくだい おも しゅくだい

⑪ 担任の先生に、宿題にっいて、もっとこうしてほしいと思うこと、 こんな宿題があればいいのにな、
じゆ う か

とい った リ クエス トが あれ ば、 自由 に書 いて くだ さい 。

〈詔述 内蓉 の結 菓 〉

〈1年 生 〉 ・もっ と多 く(難 しく)し て ほ しい

〈2年 生 〉 ・お手 伝 い ・生活 ・図工 の宿題 ・もっ と難 しく して ほ しい 「

〈3年 生 〉 ・家族 の似顔 絵 の宿題 ・算 数 プ リン トを3枚 に して ほ しい ・体 育の宿 題 ・休 憩

・図工 の宿題 ・もっ と簡単 で、 少 な く して ほ しい

〈4'年 生 〉 ・絵 の宿 題 ■・自主勉

〈5年 生 〉 ・もっ と減 らして ほ しい ・プ リン トだ けに して ほ しい ・復習 は した くな い

・運 動系 の宿題 はや めて ほ しい

〈6年 生 〉 ・忘 れ物 を しない ・宿題 が無 い 日が あれ ばい い ・宿題 を減 らしてほ しい

・宿題 は三 日に一 回 に してほ しい ・面 白 く面倒 く さくない宿 題

ほ う か ご どに ち す おし なら ごと

⑫ できれば放課後や土日にどのように過ごしているのか教えてください。習い事(ピ アノ、スイミング
よ てい ひ おし

など)や そのような予定がない日は、.ど のようにしているか教えてください。

月 曜 …

火 曜 …

水曜 …

木曜 …

金 曜 …

土曜 …

日曜 …

ごきょうりょく

ご協力 あ りが と うご ざいま した。

(夏の風物詩G作 成)

■
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教師へのアンケー ト及び抜粋結果

俵3)

宿題に関するアンケー ト(担任の先生)

このアンケー トは、最近の子どもたちと先生方の宿題に対する意識を理解するためのものです。大変お

手数ですが、その状態をより詳しく知るために、担任の先生にもおたずねいたします。どうぞ、お気軽に

お答えください。

1.自 分の学級の子どもに対しで出している宿題の量 と内容についておたずねします。

① 普段(学 期内の月曜日から金曜日)に 出す宿題に要する時間的めやす、教科、内容などについて教え

てください。

月曜… 火曜…

水曜… 木曜…

金曜…

② 長期休暇に出す宿題に要する時間的めやす、教科、内容などについて教えてください。

G.W....夏 休み…

冬休み… 春休み…

③ その他、年間を通じて、何か特別な宿題を出す機会を設けていることがあれば、教えてください(番

号に0を つけてください)ま た、その内容も教えてください。

1.あ る(内 容:)2.な い

2.宿 題の量や内容の目的や決め方などにっいておたずねします。

① 日々の宿題の量や内容は、先生個人の判断で決められますか?あ る睦は、同学年のクラス担任間での

量 ・内容についてのおよそのきまりや、学校側からの指示やルールなどがありますか?

1.先 生個人の判断

2.お よそのきまりやルールがある(内 容:)

3.そ の他(』)

同様に、長期休暇課題についても教えてください。

1.先 生個人の判断

2.お よそのきまりやルールがある

(内容:)

3.そ の他()
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② 宿題に対して、先生ご自身のお考え(目 的や意義)、また子どものスケジュールに対する配慮などが

あればご自由にお書きください

く記述内容の結菓〉

・「宿題」とは 「非常に多目的で、様々なしつけや、社会教育の効果を持つもの」。
・勉学面では、授業と同程度の難易度で、量も適度にして、可能な範囲での定着度アップをはかる。
・家庭で毎日短時間でも机に向かって学習する 「習慣づけのきっかけ」にさせる→学習に限らず日々何

かを継続して行う忍耐力の育成に繋がる。
・家庭という揚における総合学習の一環、家族とのコミュニケーションの手段の一つ。
・児童たちの状況に応じて、柔軟に量や内容の検討を重ねていくべきもの。
・宿題の出来具合を、成績に反映するのではなく、児童たちの習熟度の判断材料の一つどして活用する。

3.子 どもたちが取り組んできた宿題への対応に関しておたずねします。

① 子 どもたちがやってきた宿題は必ずチェックされますか?ま た、どのような方法でそれをされます

か?

1.し て い る(確 認 方 法 ・返答

2.し て い ない3.そ の他(

)

)

② 宿題の出来などを成績に考慮したり、今後の授業内容を決める上での参考にされますか?

1.し ている2.し ていない3.そ の他( )

③ 宿題をやってこない子どもに対してはどのような対応をとられるか、自由にお書きください。

うらにつづく

4.自 分の出す宿題についての子 どもや保護者の反応についておたずねします。

(この項目は、できればここ数年に限らず、これまでの教師経験をふりかえって過去から現在までの状

況がどのように変わったかにっいても教えてください。)

① 子どもたちの宿題の提出状況や、達成状態はどうですか?

1.子 どもたち全員が出す2。 ほとんどの子どもたちが出す3.出 してくれない子どもが多い

4.出 してくれない5.そ の他(・)

過去:(・)

現在:()

② 宿題 の量 や 内容 ・難 易度 は、子 ど もに とって どれ くらい の レベ ル を考 え て設 定 して います か?

量:1.多 い2.適 度3.少 ない4.そ の他(

内容 ・難 易度1.難 しい2授 業 と同程 度3.易 しい4.そ の他(

過 去:(

現在:(

)

)

)

)



192 山 崎 洋 子

③ 宿題の量や内容 ・難易度は、子どもにはどのように受け止められていると感じていますか?ま た、宿

題に関して子どもから何か言われたことはありますか?

量1.多 い2.適 度3.少 な い4.そ の 他(

内容 ・難 易度r.難 しい2適 度3.易 しい4.そ の他(

子 ど もか ら言 われ た こ と:(

)

)

)

④ これまでに、宿題の量や内容に関して、保護者側から賛同、あるいはクレームや要求がきたことはあ

りますか?(複 数回答可)

1.賛 同 が あ っ た2.ク レー ム ・要 求 が あ っ た3.何 も な か っ た

⑤これまでに、そういった子どもや保護者からの意見を元にして、先生ご自身の宿題に対するスタンスを

再考または変更された経験はありますか?

1.あ る

(内要 )

2.な い

5.宿 題に関して今感じておられる問題点、ご苦労、エピソードなどをお書きください。

・また上地小学校は科学の授業に力を入れているとうかがいました。そのことに関するお考えなども自由

にお書きください。

☆ 担任学級〈 年 組〉

☆ 教員歴 年(現 在受け持っている学年と同じ学年の担当は 回目)

大変お手数ですが、質問1の 参考にさせていただきたいので、1学 期の時間割を添付 していたければ幸

い です。

ご協力 ど うもあ りが と うご ざい ま した

(夏の風物詩G作 成)

<注>

1)と はいえ,教 育実践力の育成 を主張す る人 々の影響 を受け,教 職教 育学 なる言葉は近年,多 々用 い られ市民権

を得 たよ うで ある。また,教 職教育学 なるタイ トルの著作 もい くつ か著 され てい る。 しか し,そ れ らも従来の

教職研究のよ うな著作 との相違点 も明確ではな く,未 だ不明確 な点 は残 されてい る。

2)こ のよ うな授業ス タイルを取ったのは,本 授業の前の4限 目に教育人 間学の講義が設定 されてお り,教 職教育

学の受講生の約6割 が,連 続 して筆者 の授業を受講 してい るとい う事情 もある。

3)同 校の ウェ ッブサイ トは,http://㎜.oklab.ed.jp/uejiで ある。参照 され たい。
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